JVC 


取巧説明書 


ホームシアターヴウンドシステム 


型 TH ■ し B2-B/TH ■ し B2-VV 
S TH- し B1-B/TH- し B1-VV 



ユーザー登録 

のおすずめ 


お買い上げいたださました製品について「ユーヴー登録」をお願いいたし 
ます。ご登録いたださますと製品のサポート情報、製品情報やイベント情 
報の提供サービスなどをご利用いただけます。また、今後のよりよい製品 
開発のためのアンケートにちご協力をお願いいたします。 

•下記アドレスのホームページより、ご登録ください。 
http://www3Jvckenwood.com/reQ/ 


お買い上げいたださありがとラございます 

A ご使用の前に 

この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に別紙の「安全上のごを意」は、必ずお読みいただき安全にお使いください。 
そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なとさにお読み < ださい。 


オートパワーセーブ(節電機能)について 

本機には、消音状態などび29分間続くと自動で電源び切れる r オートパワーセーブ機能」びあり、 
お買い上げ時には有効になっています。詳しくは2ぺージの r 基本操作」の 「 APS けートパワ ー 
セーブ)を設定/解除する」をご覧ください。 


◎ 2011 JVC KENWOOD Corporation 
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本機を設置するときは 

本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこもり、乂災の原因とな 
ることびあります。特に次のことにを意してください。 

-あお向けや横倒し、逆さまにしない 
. 本箱、押入れなど風通しの悪い狭い所に押し込まない 
-テーブルク□ス、新聞、カーテンなどで通風孔をふさびない 


-じゅうたんや布団の上に置かない " 

耐 

Jl 5 cm 



1己 cm 
< - > 


□ 


1已 cm 
<—— > 


ホれ化な 

実用最大出力 

60 W (30 W X 2) 

(JEITA THD 10%/4 〇产 

共通 

-電源：付属の AC アダプター ( AA - R 19 日 4) 
入力 ： AC ]00 - 240 V 〜 


入出力端子 

-アナ□グ入力 

ANALOG IN ：1 Vrms / 已日 kO 
-デジタル入力が 
D に ITAUN 1(光)： 

-21 dBm 〜 一] 已 dBm 
(660 nm ± 30 nm ) 

D に JAL IN 2 洞軸）： 

0.5 V (口-が/7己0 
-サブウー八一出力 

SUBWOOFER PRE-OUT 
-電源入力 (DC IN ): 

DC ]9 V = 3.37 A 
スピーカー 
-種類： 

バスレフち式 
-スピーカーユニット： 

6.5 cm X 4 
-最大許容入力： 

30 W 

-定格インピーダンス： 

4 0 

-再生周波数帯域： 

7已 Hz 〜23 kHz 
-出力音圧レベル： 

83 dB / W-m 


已日/6日 Hz 、 1.己- 0.9 A 
出力 ： DC 19 3.37 A 

-消費電力(電源待機時）： 

0.50 VV 1； (下 
•外形寸法： _ 

幅6日日 mm X 高さ7已 mm x 
奥行さ] 48 mm 

(スタンドー式取り付け時の最大高さ： 

110 mm ) 

-質量(スタンドー式は含みません）： 
TH - LB 2： 3.0 kg 

TH - LB 1 : 2.9 kg 

iPod ( TH - LB 2 のみ） 

-出力： 

DC 已 V = ] A 
-接続ち式： 

デジタル 

-ビデオ出力 (VIDEO OUT ): 

コンポジット 

*1 」曰 TA (電子情報技術産業協会)の測定法に基 
づく数値です。 

が U ニア PCM のみに対応しています。 

(サンプ U ング周波数:32 kHz 、44.1 kHz 、 
48 kHz ) 

- U こア PCMiU 外の音声信号び入力されると、 
「 N 日 NPCM 」 と表示されます。 

本機の仕様および外観は、改善のため予告なく 
変更することびあります。 


はじめに 


»障かな？と思ったを 


-本書では TH - LB 2 のイラストを使って説明しています。 

-本書では、主に TH-LB2 のリモコンのボタンを ffi つて 操作説明をしています。本体および 
TH - LB ] の U モコンに同様のボタンびある場合には、いずれのボタンもお使いいただけます。 
-本書内のイラストは、説明のため簡略化や誇張しているものびあります。 

-本書の説明とは異なる操作でち働く機能びあります。 

• 本書の説明で 「 iPod 」 と表記しているときは、 iPhone と iPod touch を含めます。 iPhone と 
iPod touch を指すときは、 「 iPhone」「iPod touch 」 と表記します。 


TH - LB 2 のみ：再生できる iPod 


Made for 闲応 iPod) 

音楽 

ビデオ 

iPod nano (第 6 世代） 

O 

び 3 

iPod nano (第己世代） 

o 

o 

iPod nano (第 4 世代） 

o 

o 

iPod nano (第 3 世代） 

o 

o 

iPod nano (第 2 世代） 

o 

— 

iPod touch (第 4 世代） 

o 

o 

iPod touch (第 3 世代） 

o 

o 

iPod touch (第 2 世代） 

o 

o 

iPod touch 

o 

o 

iPod classic 

o 

o 

iPhone 4 

o 

o 

iPhone 3 GS 

o 

o 

iPhone 3 G 

o 

o 


*3 静止画のみ 

- iPod の取扱説明書ちご覧ください。 

-本機で対応していない iPod を接続した場合 、 [NOT SUPP 日 RT 」 と表示されます。 

- iPod び正しく再生されないときは、 iPod の最新版ソフトウェアをダウン□ー ドし、アップデート 
して < ださい。 

- iPod について詳しくは、アップル社のウェブサイトをご覧ください。 
< http :// www . apple . conn / jp /> 

- iPod の最新の対応状況については、当社ホームページをご覧ください。 


当社ホームぺージ ( http :// www 3. jvckenwoocl . com /) から最新の製品日 SiA 情報をご覧いただけ 
ます。 

修理を依頼する前に、下記の項目をチェックしてみて < ださい。 

電源び入5ない。 

^電源プラグをしっかり差し込んでください。 

突然電源び切れる。 

^オートパワーセーブ(節電機能)び設定されています。2ページの「基本操作」の 「 APS (オートパ 
ワーセーブ)を設定/解除する」をご覧ください。 

リモコンで本機を操作できない。 

—絶縁シートを引き抜いてください。 

^ U モコン受光部に直射日光などの強い光び当たらないようにしてください。 

- U モコンと U モコン受光部の間に障害物を置かないでください。 

^ U モコンを U モコン受光部に向けて操作してください。 

^本体に近づいて操作してください。 

^新しい電池と交換してください。 

テレビのリモコンでテレビを操作でさない。 

^本機をテレビの前に設置するときは、付属のテレビ用リモコン信号転送ケーブルを接続してくだ 
さい。 

音芦び聞こえない。 

一一時的に消音されています。 U モコンの[消音]を押すか、障量 +] を押して音量を調節してくだ 
さい。 

一入力び 「 DIGtALl 」 または 「 D に tAL 2」 のとき、接続したプレーヤーの出力設定を確認し、 
PCM 信号び出力されるように設定してください。 

TH ■ LB ^のみ： 

iPod びしっかりと接続できない。 

^ iPod および本機のコネクター部分び損傷していないか確認し、 iPod を接続し直してくださし、 

iPod の音び出ない。 

- iPod を本機からはずし、もう一度接続してください。 

iPod び充電されない。 

^ iPod を本機からはずし、もう一度接続してください。そのあと、電源を入れ直してください。 


上記の処置をしても正し < 動作しないとまは 

本機はマイコンの働きで、多くの動作を行なっております。万一、雷や静電気などによる動作の 
異常び発生したとさや、ボタン類を押してちうまく動作しないとさは、電源プラグをコンセント 
から抜さ、しばらく待ってから接続し直してください。 


準備する すべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントに是し込まないでくだをい。 


■付属品の確認 


•コアフィルターの取り付け 


お使いになる前にお確かめください。不足しているものびありましたら、お買い上げの販売店にご 
連絡ください。 

- U モつン RM - STHL 巨 2( TH - LB 2 用-]個)/ RM - STHL 巳] ( TH - LB ] 用-]個） 

- AC アダプター AA - R 19 日 4(1 個） 

-電源コード （1 個） 

- U チウム電池 CR 2 日2己 （ U モコン動作確認用’1個） 

-出荷時に U モコンの中に入っています。 

-コアフィルター(3個） 

-光デジタル音声コード （1 個） 

-テレビ用 U モコン信号転送ケーブル （1 個） 

-両面接着テープ （1 個） 

-スタンドー式 
-スタンドに個)* 4 
-スタンドべース (2 個)*4 
-フットスぺーヴーに個)*4 

-スタンド/スタンドべース用ねじ ( M 2.6 X ] 日 mm ) (8 個） 

* 4 出荷時はテープでまとめられていますので、はがしてお使いください。 

•リモコンの準備 

初めて U モコンを使用するときには、 U モコンの絶縁シートを引き抜いてください。 

操作範囲び狭くなったり、本体に近づけないと操作できなくなったときは、新しい電池と交換してくだ 
さい。 

電池を交換する 

電池ぶたを引さ出し、電池の+面を上にして入れてください。 

U チウム電池 



ごま意 

-付属の電池は動作確認用です。早めに新しい電池と交換して<ださい。 

-電池は、別紙の「安全上のご注意」をお読みの上、正し<お取り扱いください。 

-落としたりぶつけたりなど、 U モコンに強い衝撃を与えないでください。 

-使用済みの電池は、絶縁テープなどを貼って絶縁し、「所在自治体の指示」に従って廃棄して < だ 
さい。 


壁への取り付け 


本機は壁に取り付けることびできます。 



ご注意 

- TH - LB 2 の質量は約3.日 kg 、 TH - LBl は約 2.9 kg です。落下による事故を防ぐために、取り付け 
るとさにはを意してください。 

-落下を防ぐためにち、十分な強度を持つせや壁、ねじを用いて取り付けてください。 

-ベニヤ板や石實ボード類には設置しないでください。落下する恐れびあります。 

-壁に取り付けるときは、じ I 下のことにを意してください。 

-必ず専門の業者に依頼してください。 

-取り付ける場所は慎重に選んでください。日常生活の妨げになる場所は避けてください。けがを 
したり物び破損する場合びあります。 

-付属の AC アダプターを他の物の上に掛けたり設置したりしないで<ださい。必ず平らな床に置 
いて < ださい。 

-壁に取り付けるとさは、付属のスタンドー式を使用しないでください。 


480 mm 



む V 


□ o 



已已0 mm 



(スタンドベース使用時) 


*已スタンドベースを使わない時： 2已 mm 


ノイズを軽減させるため、付属のコアフィルターを電源コードと外部機器のコードに必ず取り付 
けて < ださい。 

コアフイルターにコードを通し、さらにコードを一巻ささせてください。卷いたあと「カチッ」と 
いう音び鳴るまで閉めてください。（コードは図のようにまとめて巻さつけてください。） 


電源コード (DC IN 端テへ) 




RCA ピンプラグ〕ード （SUBWOOFER PRE - 日 UT 端テへ) 





TH - LB 1 : 才_ディオコ_ド (analog IN 端 テへ) 




卷さ付けるときに無理な力を加えてコードを引っ張ったりすると、コードを損傷させる恐れび 


あります。 


■本機の設置 

よりよい音質を確保するため、本機は段差のない平らな場所に設置してください。 

-音質は本機の設置場所や向さにより変化しますので、最適な場所や向さを選んで設置してくだ 
さい。 

-ブラウン管テレビをお使いの場合： 

本機のスピーカーは、防磁設計になっておりません。テレビの近くに設置するときは、テレビに色 
ムラび生じない位置まで離して < ださい。 

ごま意 

-本機を床やテーブルの上で引きずったり、押して動かしたりしないでください。底のフットス 
ペーヴーび本機からはびれたり、取れてしまう原因となります。 


スタンドの取り付け 

付属のスタンドー式を使って、本機の高さを調節できます。特に、本機をテレビの前に設置する 
ときは、テレビの脚をまたぐようにして設置できます。 


スタンドベースの有無により、高さを2段階に調節できます: 



ごま意 

• スタンド、スタンドベース、フットスペーヴーは、それぞれ幅の広いほうを本機前面側に向け、 
本機底面のくぼみに合わせて取り付けてください。 

• スタンド、スタンドベース、フットスペーヴーは、左ちどちらにでも使用できます。 






































































































































準備ずる（つづま）すべての接続が鞭ねるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでくだをし、。 



■ TH 丄 B 2 のみ：テレビの接続一 iPod のビデオや写真をテレビで見る 

本機に接続した iPod のビデオや写真をテレビで見ることびできます。テレビのビデオ入力端テと 
本機の VIDE 日 OUT 端テを市販のビデオコードで接続してください。 

映像出力を設定ずる 

入力び 「 IP 日 D 」 で、 iPod び本機に接続されていないときに… 
iPod ►/!!( 本体のボタン）を押しつづける 

VIDEO 日 FFCiPod の映像び iPod 本体に表示されます） 

◄-►VIDEO ONCiPod の映像びテレビに表示されます） 


背面 
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テレビ用リモコン信号面送ケーブルの接続 

テレビの前に本機を設置すると、本機びテレビの U モコン信号をさえざって、テレビ本体に届かな 
いことびあります。付属のテレビ用 U モコン信号転送ケーブルを本機に接続することによって、テ 
レビの U モコン信号を転送することびでさます。 

下図のように、テレビ用 U モコン信号転送ケーブルを旧日 UT 端テに接続してください。ケーブルを 
お使いのテレビの U モコン受光部になるべく近づけて、本機背面に貼り付けてください。 

ごま意 

-テレビ用 U モコン信号転送ケーブルを本機に接続してち、テレビによってはテレビの U モコン信 
号を受信できない場合びあります。これは、お使いのテレビの U モコン出力赤外線周波数と本機 
の U モコンセンサーの可能受光周波数び異なるためです。 

背面 


I 外部機器の接続 

ANALOG IN 端テにはアナ□グ音声機器を、 D に tAL IN ] 端テと DIGtAL IN 2端テにはデジタ 
ル音声機器を接続できます。 

また 、 SUBWOOFER PRE - OUT 端テにはサブウーノ V —を接続でさます。 


背面 
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■電源コードの接続 

電源コードは、すべての接続び終わってから接続してください。 

• 付属の AC アダプターを本機の DC IN 端テに接続してください。付属の電源コードを AC アダプ 
ターに接続してから、コンセントに差し込んでください。 

• 乂災や感電を防ぐために 

-付属の AC アダプター外は使用しないでください。 

-付属の AC アダプターを本機外の製品には使用しないでください。 

ごま意 

• 本機の掃除や移動は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて行なってください。 





齒 OPTICAL 


-溢纔は 、 SRS Labs , Inc . の商標です。 

- StudioSound HD 技術は SRS Labs , Inc . からのライセンスに基づき製品化されています。 

- SSHD：SRS Labs , Inc . の StudioSound HD 技術を使用しています。 

SRS StudioSound HD ™ は、安定した音量を維持し、豊かな重低音およびク U アな台詞を 
提供しなびら、フ□ント向スピーカーシステムから極めて広がり感のあるサラウンドサウン 
ドを提供します。 

- TVOL：SRS Labs , Inc . の TruVolume 技術を使用しています 。 SRS TruVolume ™ は、安定 
した音量を維持することから、 U スナーは、音量の変動に煩わされることなく、一度設定した 
好みの音量で、テレビ、音楽およびその他のコンテンツを楽しむことびでさます。 

• "Made for iPod"、"Made for iPhone " とは、それぞれ iPodJPhone 専用に接続するよう設 
計され、アップルび定める性能基準を満たしているとデべ□ッパーによって認定された電子 
アクセヴ U —であることを示します。アップルは、本製品の機能および安全および規格への適 
合について一切の責任を負いません。このアクセヴ U - 好 PodJPhone で使用すると、無線性 
能に影響することびありますので、ごを意ください。 

• iPhone , iPod , iPod classic , iPod nano , iPod touch は米国および他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標です。 

• "Made for iPod " and "Made for iPhone " mean that an electronic accessory has 
been designed to connect specifically to iPod or iPhone , respectively , and has 
been certified by the developer to meet Apple performance standards . Apple is 
not responsible for the operation of this device or its compliance with safety 
and regulatory standards . Please note that the use of this accessory with iPod 
or iPhone may affect wireless performance . 

• iPhone , iPod , iPod classic , iPod nano , and iPod touch are trademarks of Apple 
Inc ., registered in the U . S . and other countries . 
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操作ずる 



TH - LB 2 



TH-LBl 



■フ□ントパネルのボタンとランプ 



田電源ボタン 

電源をオン/オフします。 

回 入カボタン （ TH - LB 2 のみ） 

くりかえし押すと、入力びのに tAL 1 
( DGTL 1 )」一 「 DIGrrAL 2( DGTL 2)」* * 
「 ANAL 日 G 」 の順に切り換わります。 

回 iPod ►/!! ボタン （ TH - LB 2 のみ） 

接続した iPod を再生します。 


团デジタル入カボタン/アナ□グ入カボタン 
( TH - LB 1 のみ） 

[デジタル入力]をくりかえし押すと、入力び 
のに ITALl 」/ rD に ITAL 2」 に、[アナ□グ入 
力]を押すと、 「 ANALOG 」 に切り換わります。 

回 SSHD ボタン 

StudioSound HD のオン/オフを切り換えます。 

回 音量 +/- ボタン 

音量を調節します。 

回 リモコン受光部 

U モコン信号を受信します。 


团ディスプレイ 

音量や現在の入力、設定を表示します。 

回 スタンバイランプ 

-電源び切れているとさに点打します。 

SSHD ランプ 

• StudioSound HD び有効のときに点打 
します。 

TVOL ランプ 

• TruVolume び有効のときに点打します。 

圆 iPod 用ドックトレイ （ TH 丄 B 2 のみ） 

トレイを押すと iPod 用ドックび開さます。 



■基本操作 

電源を入れる/切る 

[の/1] を押す 


お知5せ 

-電源を切っている状態(待機状態)でちわずか 
に電力を消費します。待機中はフ□ントパネル 
のスタンバイランプび点打します。完全に電源 
を切るには、電源プラグを抜いてください。 

-次のいずれかのボタンを押してち電源を入れ 
ることびでさます。 

- TH - LB 2: [デジタル1]、[デジタル2]、 

[アナ□ク ']、[iPocl ►/!!] 

- TH - LB 1; [デジタル入力1]、[デジタル入力2]、 
[アナ□グ入力] 

APS (才ートパワーセーブ)を設定/解除する 

本機を使用していないとさに、自動的に電源を切 
ることびでさます。 

[ APS ] を押しつづける 

APS ON^-^APS OFF 

-何の操作わなく、次のいずれかの状態び29分間 
続いたとき、本機の電源び自動的に切れます。 

すべての入力： 

音量び0、または消音されている状態 
「 D に ITAL 1」またはのに ITAL 2」 ： 

光デジタル音声コードまたは同軸デジタル 
音声コードび接続されていない、または接続 
されているび信号の入力びない状態 
「 IP 日 D 」( TH - LB 2 のみ）： 
iPod び接続されていない状態 
無操作のまま、上記のいずれかの状態になると… 
「 APS 」 表示び1分ごとに1秒間点打し、最後に 
30秒間点滅して本機の電源び切れます。 

入力を切り換える 

次のいずれかのボタンを押す 
-[デジタル1 ]/ [デジタル入力 1] (DIGITAL IN ] 
端テ接続） 

-[デジタル2]/[デジタル入力 2] ( D に rrAL IN 2 

端テ接続） 

-[アナ□グ]/[アナ□グ入力] (ANALOG IN 端テ 
接続） 


- [iPod … ( TH - L 目2のみ） 

ディスプレイにのに tALl 」、「 D に tAL 2」、 
「 ANAL 日 G 」 または 「 IPOD 」（ TH - L 目2のみ）と表 
示されます。 

音量を調節する 

[音量 +] または[音量-]を押す 

-日 (VOL MIN ) から4日 (VOL MAX ) の範囲で 
調節でさます。 

ごま意 

. 音を出す前には音量をルさくしてください。大 
音量に設定されていると、スピーカーび破損し 
たり、聴覚障害の原因となることびあります。 

—時的に消音する 

[消音]を押す 

-音量を元にもどすには、もう一度[消音]を押す 
か、[音量 +] を押して音量を調節して<ださい。 

音量を平均化ずる 

TruVolume ( TVOL ) により、音量の急激な変化 
を抑え、安定した自然な音声を楽しむことびでさ 
ます。 

[ TVOL ] を押す 
TVOL ONWTVOL OFF 

ディスプレイの明るさを変える 

フ□ントパネルのディスプレイの明るさを変え 
ることびでさます。 

[ディマー]を押す 

DIMMER 日 FF (通常の明るさ)一 DIMMER ] 
(暗くなる)一 DIMMER 2(さらに暗くなる） 

■音質を調節ずる 

低音と高音それぞれのレべ>1レを 一3から+ 3の 
範囲で調節することびでさます。 

7 [低音/高音]をくりかえし押して、調節し 
たい帯域を選ぶ 

- BASS : 低音の調節 
- TREBLE : 高音の調節 

2音質を調節する 

- TH - L 目 S :[アップ]または[ダウン]を押します。 
- TH - LB 1 :[音量 +] または障量一]を押します。 


■サラウンドを使う 

StudioSound HD ( SSHD ) により、臨場感あ店、 
れるヴラウンド効果を得ることびできます。 

[ SSHD ] を押す 

SSHD ON^-^SSHD OFF 

■ iPod を再生する （ TH 丄目2のみ） 



iPod を接続する 

電源び切れているとさに… 

1 トレイ(圆)を押して iPod 用ドックを開く 

1 iPod をコネクター部分に接続する 

- iPod 用カバーやアクセヴ U —を装着している 
場合は、はずしてから接続してください。 

- iPod を抜き差しするときは、あらかじめ本機 
の電源を切ってください。 

- iPod は、しっかり差し込んでください。 

- iPod は、まっすぐ抜き差ししてください。 

- iPod を接続したまま本機を移動させないでく 
ださい。 iPod 用ドックび破損したり、 iPod び落 
下して破損するおそれびあります。 

-本機のコネクターの端テ部分に直接触ったり、 
物を当てたりしないでください。破損の原因と 
なります。 

-本機の電源び入っているとき、接続している 
iPod び充電されます。 

再生ずる 

[iPod ►/ H ] を押す 

-本機の電源び切れているとさに [iPod ►/のを 
押すと、電源び入り iPod び再生されます。 


早送 D または早戻しずる 

[►► H ] または[卜 W ] を押しつづける 

一時停止する/再開する 

[iPod ►/ H ] を押す 
次の曲にすずむ 

[►► H ] を押す 
前の曲にちどる 


[!◄◄] を2回 !; Lh くりかえして押す 


曲の先頭にちどる 

[!◄◄] を1回押す 
iPod をス U — プさせる 


[iPod ►/■■] を押しつづける 

メニューを表示する/前のメニューに戻る 

[メニュ ー] を押す 

メニュー上の項目を選ぶ 

[アップ]または[ダウン]を押して[選択]を押す 

- iPod の種類により、動作び異なることびあり 
ふ^ 〇 

-一部の iPod では、メニュー画面の操作を行な 
うときは、 iPod で操作してください。 

ごま意： 

• iPhone または iPod touch の接続中に次の操 
作を行なうときは、 iPhone や iPod touch で操 
作します。 

-ホームボタンを押す 

-ホーム画面でアプ U ケーシヨンアイコンを 
選ぶ 

-スライダーをドラッグする 
- iPod のイコライヴーを使用していると、録音 
レベルび高い音を再生したとさに音びひずむ 
ことびありますので、使用しないことをおすす 
めします。 


























































































































































































































































































































































































